
　「漆
うるし

」は有史以前から人類が利用していたといわれています。また、漆器は英語で「japan」と呼ばれるほど、日本
を代表する工芸品となっています。現在でも食器や仏具、小物入れやステーショナリーなど日用品から高級品にいた
るまで使用されていますが、漆器の市場規模は徐々に縮小しているのが実情です。また環境問題への意識が高まる中、
都産技研と j's 株式会社（ジェイズ株式会社）は、圧縮成形により漆器の素材を製造できる新材料「サスティーモⓇ」
を開発しました。この「サスティーモⓇ」を活用した製品としての漆器の可能性について、リニューアルした城東支
所のデザインスタジオでお話を伺いました。

世界中の人に「本物の漆」の
良さを知ってもらいたい

――どのようなきっかけで「サス
ティーモⓇ」を開発したのでしょ
うか。

中山　別のテーマで都産技研に相談
していた時に、バイオマス 100％で
漆器の素材を製造するシーズ技術が
都産技研にあることを知りました。
漆と間伐材の木粉だけを混合して、
圧縮成形することで漆器の素材を作
ることができるのですが、量産化が
難しいという課題がありました。こ
れが量産化できれば、斬新な漆器を
作ることができるようになり、日本
の漆器産業の振興にも有用だと思っ
たのです。

――「サスティーモⓇ」にはどのよ
うな特長があるのでしょうか。

中山　これまでの伝統的漆器は独特
な美しさを持つ一方で、乾燥や熱に
弱いという課題がありました。そ
のため、輸出用の漆器には合成樹脂
の素材や塗料が使用されることが多
く、本当の漆を用いた漆器が普及す
る障害のひとつになっていました。
都産技研が開発して、j's が工業化し
た「サスティーモⓇ」であれば、バ
イオマス 100％でありながら、乾燥
に強い漆器を実現できます。海外の
方にも「本物の漆」を利用してもら
えるようになります。2006 年に特
許を取得した「サスティーモⓇ」は、
現在、新しい漆器の素材として、漆
器業界の注目を集めています。

新しい漆器素材の開発から
独自製品を開発するフェーズへ

――漆器素材の開発が終了した後
は、都産技研のどのような支援
を利用しているのでしょうか。

中山　素材としての「サスティーモⓇ」
が完成した当初、本部のデザイン部
門でも支援を受けていました。城東
支所を利用するようになったきっか
けは、城東支所にしかなかった石

せ っ

膏
こ う

の 3D プリンターを利用するためで
す。また、素材開発の頃からサポー
トしていただいた上野さんが、タイ
ミング良く本部から城東支所へ異動
してきました。
　新しい素材である「サスティーモⓇ」
は、合成樹脂の成形材料にはない「ク
セ」もあります。そのため、成形技
術やデザインについて的確なアドバ
イスができるだけでなく、素材につ
いても熟知した職員のいる都産技研
のサポートは大変助かっています。
上野　素材開発の時からサポートし
ているので、「サスティーモⓇ」の特
長や、目指す製品の方向性について
はよく理解しています。現在は、こ
れまでにはない漆製品の開発を、デ
ザインの側面からサポートしていま
す。また城東地域では、伝統工芸品
産業が発達しており、これら地場産
業のノウハウが豊富に蓄積されてい
るところも城東支所デザイン部門の
特徴です。

――城東支所のデザイン部門は、先
ごろリニューアルされました。

上野　3D プリンターのほかに、レー
ザー加工機などを整備して、製品の形
状やデザインの検討を多角的に支援
する体制を強化しました。また、工作
スペースを設けて、切削加工や手加工
の試作が行えるようになっています。
中山　素材メーカーは、商品デザイ
ンに弱い側面があって、材料とデザ
インを熟知した上でのアドバイス
は、とても役に立っています。

これまでの漆器にはない
新しいジャンルを切り拓く

――「サスティーモⓇ」を使用して、
どのような製品を開発している
のでしょうか。

中山　木材を使った漆器素材は「ろ
くろ」などを使って作ります。圧縮
成形する「サスティーモⓇ」は、ろく
ろではできない形状も容易に作るこ
とが可能です。成形後の切削加工も
できるので、形状の自由度が格段に
向上しています。また、加熱するこ
とが可能なため、表面に塗った漆を
完全に硬化させることが容易であり、
漆器による特有の「かぶれ」が防止
できます。これらの特長を生かして、
ユニークな形状の器や地肌に触れて
も大丈夫なアクセサリーなどの試作
品に取り組んでいるところです。
上野　繊細な加工ができるレーザー

加工機を利用すれば、小さな人形の
ような細かな加工を施すことも可能
です。金型成形からレーザー加工ま
で、城東支所の機材をフルに活用し
て、さまざまな可能性を探っています。

企画からパッケージまで
製品開発をトータルにサポート

――今後はどのような製品開発に取
り組んでいく予定でしょうか。

中山　漆の抗菌作用を活かそうと、
現在、包丁の柄の商品化に取り組ん
でいます。従来は、食器や仏具がメ
インだった漆器をこれまでに利用さ
れていなかった分野で使うことで、漆
の可能性を広げていきたいと考えて
います。「かぶれ」を抑えることがで
きる「サスティーモⓇ」であれば、ア
クセサリーなどへの展開も可能です。

――リニューアルした城東支所で
は、どのようなサポートが可能
ですか。

上野　「デザインスタジオ」として、
デザイン部門を強化した城東支所
は、製品の企画やプロダクトデザイ
ンだけでなく、パッケージデザイン
や販売までトータルにサポートでき
る体制が整っています。また、「も
のづくりスタジオ」では最新の試験
機に更新し、量産化や性能評価など
のサポートも強化しています。
中山　都産技研は技術シーズから、

設備、デザインの支援まで多岐にわ
たっています。一見、研究センター
というと敷居が高く感じられます
が、窓口に相談すれば、適切な担当
者を紹介してもらえます。
上野　今回の城東支所のリニューア
ルによって、新しく導入した設備もご
相談いただいて気軽に利用してみるこ
とができます。この気軽さも、都産技
研のサポートを利用する際の大きなメ
リットですので、ぜひご利用ください。

　城東支所ではデザイン・試作・
評価まで一貫したものづくり支援
を城東・城北地域のお客さまを中
心に展開してまいりました。この
たび、デザイン ･ 試作加工の機能
を強化するために、「デザインス
タジオ」・「ものづくりスタジオ」
を開設し、新たな設備を導入いた
しました。j's 株式会社中山様の
ようなこれまでのお客さまを一層
バックアップするのみならず、初
めてのお客さまにもぜひご利用い
ただきたいと思います。

城東支所長　上野 博志

●お問い合わせ　城東支所　TEL 03-5680-4632
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デザインスタジオ

j's 株式会社
代表取締役　中山 哲哉 氏

事業化支援本部 地域技術支援部
城東支所 デザイン担当

副主任研究員　上野 明也

都産技研のシーズ技術から生まれた新しい「漆
し っ き

器」
漆器の可能性を広げる城東支所のデザイン支援

特集　城東支所リニューアル
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